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見した。Fallah. Hunter及びNash (2)もとの波動を(Re) 200 以上で現れる事を認めた。 その
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費 験 方 法
I7 
上下関口せる流下管をlE L (.垂直に保持し， 管の上部を ジ ャ ケット にする。 液は管の上方約 1
m高所にある貯糟より， 第一コ%ク， 流量計;及び、第二コックを遁りジャケット内を溢流して流下
管D上端より薄膜欣で管内面に沿い流下する。流下j夜量の調節は第一コックで行う。







費 験 結 果
実験は装置の関係上大体(Re) 500以内で行ったが流動機構の変化を追求する詩特に(Re) 50 
以下の低(Re)の範囲について詳し〈調べた。
流下管は前にも述べた如〈径2cmのものと1.4cmの二種につき実験したが得たる数値は同
じかった。 とれにより管径の 影響はないものと認められる。叉温度の 変化による粘 度及密度の 関
係は流下管の入口及出口に必ける温度変化を調べたが，実施せる実験にjないての温度の 差異は認
められなかった。
実験によ る 測定値は数 多 〈得られたがその中の代表 的の数値を共にあげて去にした。
代表的数値の測定値
水("C)海I (Cc/s�.cm) I Re 
m l号| f l ο伊例ω叫山m吋附山uh/h向仰州αS間蹴 e舵吋州cの州〉引 I (c似例ω叩m叫吋叫吋ψU/《伊叩s回ec) I Um/ 使用管径(cm) 
10 0.0246 7.5 0.0099 0.0243 3.152 1.52 2.0 
10 0.0251 7.7 0.0100 0.0249 3.111 2.49 3.80 1.47 2.0 
10 0.0262 8.0 0.0102 0.0269 3.075 2.62 4.01 1 .52 1.4 
10 0.0272 8.3 0.0103 0.0273 2.895 2.65 4.03 2. 0 
10 0.02ヲ3 8.9 0.0105 0.0289 2.652 2.75 4.12 1，49 1.4 
10 9.5 0.0108 0.0310 2.549 2.89 4.40 1.52 2.0 
10 0.0329 10.1 0.0110 0.0332 2.408 3.02 4.82 1.59 1.4 
10 0.0370; 11.3 0.0114 0.0370 2.121 3.25 4.95 1.52 2.0 
10 0�0406 12.4 0.0120 0.0432 2.054 3.59 5.71 1.58 2.0. 
10 0.0471 14.4 0.0123 0.0459 1.625 3.75 5.80 1.54 2.0 
10 0.0566 17.3 0.0132 0.0570 1.407 4.35 6.81 1.56 2.0 
10 0.0679 20.8 0.0136 0.0628 1.097 4.62 7.30 1.58 2.0. 
10 0.0729 22.3 0.0143 0.0738 1.089 5.14 8.00 1.55 2.0 
10 0.0837 25.6 0.0144 0.0746 5.Iß 8.50 1.64 1.4 
10 0.0984 30.1 0.0148 0.0799 0.748 9.20 1.69 2.0、
10 0.108 33.2 0.0162 0.1062 0.704 6.55 11.5 1. 75 2.0 
B 0.1224 35.3 0.0173 0.1229 0.683 7.08 14.3 2.01 1.4 
I8 酒 井 信 之
10 38.2 0 . 1338 7.65 18.5 2.41 
10 0.1 44.4 O. 0 . 1456 O.  8.09 20.8 2 . 38 2. 
8 0 . 1 631 47 . 1 O . 0.1 682 O. 8.73 2.57 2. 
10 0 . 18 1 1  55.4 O .  0 . 1823 O .  9.39 24 . 0  2.56 2 . 0  
10 0.328 1 100 . 3  O .  0 . 330 O . 1 3 . 84 28 . 9  2 . 08 2 . 0  
1 0  0 . 6 1 17 泊3 . 3 O . 0 . 776 O. 1 9.99 42 . 8  2.14 2.0. 
1 0  308 . 7 O. 0 . 996 O. 28 . 49 2 . 45 2.0 
10 1 . 2 1 58 404・11 O. 1 . 279 O .  33 . 68 93 . 0 2 .81 2 . 0  































その範囲 を くRe ) 20-30にとる事は筆者の行なった実験より見て不当で、ありむしろ流動機構の
変化する最低限を前(Re) 1 0 後にする事が 安当である と 考え ら れる の 格り に臨みとの研究をな
すに当り柏校長の懇切なる御注意について厚 〈 感謝する弐第でるる。
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水素j邑電墜に封する賑勤電流の影響に就て
1. 緒 告書・罰
位 崎 敏 男
直流に交流を併用して電解を行。た場合に直流のみによる電解と異った現象の認められる事は
従来屡々報告されているOEO-C73過電圧に対ナる脹勤電流の影響としては一般に過電圧を減少ナ











を J で表ナとさえ式が成 立する。
J Va 
1Í2Ia - Vd .......(1) 
Ia; D. C. アンメータD読み Vd;古流側の電E
Vα;交流側の電圧
今7去にを脹動率f山と吋
ることによりいろんな脈動率の脹勤電流が得 られる。
Lfトる
「し� 1 キ芭華車右久
この結娘方式により表面積3.2cm2の銅陰極及び白金陽極主封入したガラスU字管にlN. H2 
804日01を入れ，之に直流及び各種の脹勤電流を進じて，電圧~電流曲税法に依って求めた最少
